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藤
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一
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さ
ん
の
こ
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福

谷
　

茂･･････

一
五

西
田
幾
多
郎
と
セ
ー
レ
ン
・
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

―
―
「
実
践
哲
学
序
論
」
の
一
考
察
―
―･･････････

氣
多 

雅
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一
九

「
種
の
論
理
」
と
「
社
会
的
な
も
の
」
の
問
い

―
―
田
辺
、ベ
ル
ク
ソ
ン
、フ
ラ
ン
ス
社
会
学
派
―
―･･

杉
村 

靖
彦･･････

三
八

大
拙
禅
に
お
け
る
主
体
性
の
問
題

―
―
日
本
哲
学
か
ら
の
発
信
の
試
み
―
―･･････････

水
野 

友
晴･･････

六
五

明
治
日
本
に
お
け
る
宗
教
哲
学
の
形
成
と
哲
学
者
の
宗
教
的
関
心

―
―
清
沢
満
之
を
中
心
に
―
―･･････････････････

杉
本 

耕
一･･････

八
一

『
善
の
研
究
』
に
お
け
る
「
哲
学
的
思
想
」
と
そ
の
方
法･････

城
阪 

真
治････

一
〇
三

思
慮
分
別
は
な
ぜ
純
粋
経
験
で
は
な
い
の
か･････････････

日

高
　

明････

一
二
六

志
向
的
意
識
と
場
所
的
意
識･････････････････････････

満

原
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一
五
六

形
成
期
西
田
哲
学
と
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
共
有
地

―
―
意
志
的
な
も
の
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
文
化
主
義
を
め
ぐ
っ
て
―
―
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一
七
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二
つ
の
行
為
の
哲
学

―
―
西
田
・
田
辺
論
争
を
め
ぐ
っ
て
―
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け
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ア
プ
リ
オ
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石
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悠
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二
二
〇

前
近
代
の
日
本
思
想
と
日
本
哲
学
の
境
界

―
―
デ
ュ
ー
イ
、
フ
ッ
サ
ー
ル
、
パ
ト
チ
カ
を
手
が
か
り
に
―
―
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日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
一
号

二
九
〇

編
集
後
記　

　

第
十
一
号
は
、「
藤
田
正
勝
教
授
・
日
本
哲
学
史
専
修
退
職
記
念
号
」

と
致
し
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
三
月
を
も
ち
ま
し
て
、
藤
田
正
勝
先
生

は
、
本
学
、
文
学
部
・
文
学
研
究
科
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
五

年
、
日
本
哲
学
史
専
修
を
開
設
さ
れ
、
以
後
、
そ
の
運
営
と
教
育
、
研

究
に
当
た
り
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
度
、
六
十
三

歳
で
日
本
哲
学
史
専
修
を
ご
退
職
と
い
う
道
を
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
総
合
生
存
学
館
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
二
〇
一
三
年
度

四
月
よ
り
そ
ち
ら
の
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
特
集
号
へ
の
寄
稿
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
「
日
本
哲
学
史
研
究
室
」

の
出
身
者
で
あ
る
Ｏ
Ｄ
の
方
々
全
員
に
お
願
い
す
べ
き
で
し
た
が
、
紙

面
の
都
合
か
ら
、一
部
の
方
に
の
み
お
願
い
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ご
寄
稿
願
え
な
か
っ
た
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

編
者
は
、
藤
田
先
生
の
お
役
目
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
二
〇
一
三
年
四

月
、
本
専
修
に
着
任
致
し
ま
し
た
。
昨
年
一
年
間
、
在
学
生
の
論
文
指

導
に
は
す
で
に
当
た
っ
て
お
り
ま
し
た
。
演
習
を
通
し
て
院
生
、
お
よ

び
研
究
室
に
引
き
続
き
通
っ
て
い
る
Ｏ
Ｄ
の
方
々
の
実
力
を
見
て
き
ま

し
た
が
、
一
年
間
の
皆
さ
ん
の
研
究
成
果
が
、
こ
こ
に
現
わ
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
よ
う
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
何
よ
り
、
藤
田
先
生
の
学
恩
へ
の
感
謝
の
表
明

で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
号
に
先
生
が
ご
寄
稿
下
さ
い
ま
し
た
玉
稿
は
、
二
〇
一
三
年
五
月

十
八
日
に
楽
友
会
館
で
開
か
れ
た
「
藤
田
正
勝
先
生
送
別
会
」
に
お
け

る
ご
講
演
の
記
録
で
す
。
こ
の
い
わ
ば
「
日
本
哲
学
史
研
究
室
」
で
の

最
後
を
飾
る
お
言
葉
に
は
、
次
に
向
か
わ
れ
る
思
索
の
方
向
が
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　

今
後
も
広
が
り
、
そ
し
て
深
ま
り
ゆ
く
先
生
の
ご
研
究
に
大
い
に
刺

激
を
受
け
な
が
ら
、
私
た
ち
は
研
究
者
と
し
て
学
び
続
け
る
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

上
原
麻
有
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